
動
活
委
農

の

べ
る
し
道

地
域
計
画
で
描
く
地
域
の
将
来
像
⑥

農
研
機
構

農
村
工
学
研
究
部
門

資
源
利
用
研
究
領
域

地
域
資
源
利
用･

管
理
グ
ル
ー
プ
上
級
研
究
員

唐

崎

卓

也

住
民
参
加
の
地
域
計
画
策
定
を
め
ざ
す

意見の違いを恐れず多くの住民が参加する場づくりを

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
地
域
振

興
、
環
境
保
全
、
獣
害
対
策
な
ど
の

分
野
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
に

携
わ
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ

は
、
利
害
対
立
が
少
な
く
、
同
じ
方

向
性
を
も
っ
て
議
論
で
き
る
た
め
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
し
や
す
い
。

し
か
し
、
地
域
計
画
策
定
に
関
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
難
易
度
が
高

い
。
地
域
計
画
の
策
定
で
は
、
人
や

農
地
の
問
題
を
扱
う
た
め
、
地
域
内

の
人
間
関
係
、
社
会
関
係
、
農
家
同

士
の
利
害
関
係
が
絡
み
合
う
可
能
性

が
あ
る
。
利
害
対
立
が
予
想
さ
れ
る

場
合
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
活
用
に

は
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

か
つ
て
、
津
波
被
災
地
の
復
興
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
関
わ
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
漁
港
周
辺
へ
の
防

潮
堤
の
建
設
に
関
す
る
議
論
で
は
、

漁
港
と
し
て
の
利
便
性
を
重
視
す
る

漁
業
者
と
、
津
波
に
対
す
る
安
全
性

を
重
視
す
る
住
民
と
の
間
に
は
、
意

見
の
相
違
が
あ
り
、
緊
張
感
の
あ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
っ
た
。
そ
の

場
で
は
、
明
確
な
方
向
性
を
見
い
だ

す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
て
双
方
の
考
え
方
の
違
い
を
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
の
後
自
治

会
組
織
が

防
潮
堤
を
検
討
す
る
住

民
部
会
を
つ
く
り

提
言
を
ま
と
め

る
こ
と
で

住
民
の
意
向
を
反
映
し

た
防
潮
堤
の
建
設
に
つ
な
が
っ
た


こ
の
例
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
１

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
最
適
な
ア

イ
デ
ア
を
見
い
だ
せ
る
と
は
限
ら
な

い
。
重
要
な
こ
と
は
、
意
見
の
違
い

を
恐
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
住

民
が
参
加
す
る
場
を
つ
く
り
、
対
立

で
は
な
く
共
感
を
生
み
出
す
こ
と
に

あ
る
。

地
域
計
画
で
は
、
10
年
後
に
め
ざ

す
べ
き
農
地
利
用
の
姿
を
目
標
地
図

と
し
て
明
確
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
具
体
的
な
作
業
ま
で
の

す
べ
て
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

行
う
必
要
は
な
い
。
担
い
手
と
農
地

の
具
体
像
に
つ
い
て
、
住
民
同
士
で

議
論
し
、
作
業
す
る
場
を
地
区
レ
ベ

ル
で
設
け
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
地
域
の
農
業
の
将
来
像
を
考

え
る
上
で
は
、
新
た
な
技
術
や
作
物

・
品
種
、
活
用
で
き
る
制
度
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
。
専
門
家
や
行
政

担
当
者
を
交
え
た
勉
強
会
を
行
い
つ

つ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
す
れ

ば
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
の
創
造
に
も

つ
な
が
る
。

こ
の
項
は
お
わ
り

韓
国･

釜
山
広
域
市
野
生
猪
で
感
染
拡
大

394

ア
フ
リ
カ
豚
熱
に

最
大
限
の
警
戒
を

ア
フ
リ
カ
豚
熱
に

最
大
限
の
警
戒
を

ア
フ
リ
カ
豚
熱
に

最
大
限
の
警
戒
を

「
ア
フ
リ
カ
豚
熱
の
侵
入

リ
ス
ク
が
、
か
つ
て
な
い
ほ

ど
高
ま
っ
て
い
る
」


。

坂
本
哲
志
農
相
は
２
日
の
定

例
会
見
で
そ
う
言
っ
て
、
最

大
限
の
警
戒
を
呼
び
か
け

た
。
理
由
は
、
韓
国
で
の
感

染
拡
大
。
特
に
１
月
以
降
、

日
本
の
定
期
便
が
発
着
す
る

釜
山
広
域
市
で
野
生
猪
で
の

感
染
が
急
拡
大
し
た
こ
と
で

「
一
段
、
段
階
が
変
わ
っ

た
」
（
農
水
省
）
。

韓
国
で
は
、
北
部
か
ら
南

部
に
か
け
て
徐
々
に
同
病
が

広
が
っ
て
お
り
、
昨
年
12
月

に
同
市
で
野
生
猪
で
の
感
染

が
初
め
て
確
認
さ
れ
た
＝

図
。
そ
し
て
、
１
月
に
は
日

本
に
向
か
う
フ
ェ
リ
ー
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
近
い
場
所
で
野
生

猪
で
の
感
染
を
確
認
。
こ
れ

で
一
気
に
緊
張
が
高
ま
っ

た
。
航
路
は
、
対
馬
、
下

関
、
大
阪
、
博
多
を
結
ん
で

お
り
、
毎
日
の
よ
う
に
フ
ェ

リ
ー
が
発
着
し
て
い
る
。
同

病
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
タ

ー
ミ
ナ
ル
か
ら
直
線
で
５
㌔

以
内
と
い
う
、
ま
さ
に
目

と
鼻
の
先
の
距
離
だ
。
裏

山
の
周
囲
は
市
街
地
で
囲

ま
れ
て
い
る
た
め
、
ウ
イ

ル
ス
を
持
ち
込
ん
だ
の
は

人
や
車
両
な
ど
の
可
能
性

が
極
め
て
高
く
「
同
じ
こ

と
が
港
で
起
こ
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
」(

同
省)



同
病
は
、
普
通
の
豚
熱

と
異
な
り
、
病
原
性
が
強

い
傾
向
に
あ
り
、
ワ
ク
チ

ン
も
治
療
法
も
な
い
。
そ

し
て
、
ウ
イ
ル
ス
は
環
境
耐

性
が
あ
り
、
食
肉
・
死
体
で

も
長
期
に
感
染
性
を
持
ち
続

け
る
。

同
省
で
は
、
国
際
空
海
港

で
の
靴
底
消
毒
や
畜
産
物
持

ち
込
み
禁
止
を
呼
び
か
け
る

な
ど
水
際
対
策
を
強
化
。
同

日
に
は
都
道
府
県
に
向
け

て
、
対
策
強
化
を
呼
び
か
け

る
通
知
を
発
出
し
た
。

そ
こ
で
は
、
野
生
猪
対
策

を
明
記
。
狩
猟
・
有
害
鳥
獣

捕
獲
関
係
者
が
山
林
な
ど
に

立
ち
入
り
、
退
出
す
る
際
に

靴
底
を
洗
浄
・
消
毒
す
る
こ

と
、
野
生
猪
の
死
体
を
発
見

し
た
場
合
の
通
報
窓
口
、
連

絡
体
制
を
整
備
し
、
適
切
・

迅
速
な
処
分
を
行
う
こ
と
が

重
要
と
し
て
い
る
。

香川県

(１人分239㌔カロリー塩分1.0㌘)

菜の花と豚肉のマスタード炒め

◆材料（４人分） 菜の花１束

200㌘、豚ロースとんかつ用２～

３枚300㌘、Ａ（塩小さ
じ⅓、黒粗

びきコショウ少々）、ニンニク１

かけ、オリーブ油大さ
じ１、塩少

々、Ｂ（粒マスタード、しょう

ゆ、酒各大さ
じ½）

◆作り方 ❶菜の花は買ってき

たらさっと洗って根元を水につ

け、パリッとさせて半分に切る。

軸が太ければ縦半分に。❷豚肉は

１～1.5㌢幅に食べやすい長さに

切り、Ａを絡めて10分置く。❸ニ

ンニクは芯を取ってみじん切りに

する。❹フライパンにオリーブ油

を熱し、②を入れて全体に焼き色

がつくまで焼く。ほとんど火が通

ったらニンニクを加えてさっと炒

め、菜の花を乗せて塩を振り、ふ

たをして１分ほど蒸し焼きにす

る。❺強火にして全体をさっと炒

め、Ｂを加えて手早く炒める。

こ
れ
ま
で
の
座
談
会
を
契

機
に
町
内
の
若
手
農
業
者
ら

が
自
主
的
な
活
動
組
織
を
立

ち
上
げ
、
地
区
を
越
え
た
研

修
会
の
開
催
に
至
る
な
ど
の

波
及
効
果
も
得
ら
れ
た
。

座
談
会
は
、
24
年
２
月
に

３
回
目
を
開
い
た
。
25
年
２

月
ま
で
に
計
５
回
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

円
滑
に
進
ん
で
い
る
要
因

と
し
て
「
農
業
委
員
・
推
進

委
員
が
積
極
的
に
動
い
た
こ

と
で
、
農
家
と
行
政
の
距
離

を
縮
め
る
事
が
で
き
た
」
と

農
業
委
員
会
の
藤
原
道
広
事

務
局
長
は
振
り
返
る
。

ま
た
、
「
農
家
は
非
常
に

前
向
き
で
熱
意
あ
る
人
も
多

い
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
十

分
活
躍
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
委
員
と
事
務
局
が
一
体
と

な
り
、
活
動
を
リ
ー
ド
し
て

い
き
た
い
」
と
中
浦
会
長
は

意
気
込
む
。

同
農
業
委
員
会
で
は
、
２

０
２
２
年
４
月
か
ら
数
回
に

わ
た
り
定
例
総
会
の
場
を
活

用
し
て
、
地
域
計
画
や
目
標

地
図
の
作
成
に
つ
い
て
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
へ
周
知
し
理
解
を
深

め
て
き
た
。

同
年
10
月
に
農
業
委
員
・

推
進
委
員
で
構
成
す
る
「
地

域
計
画
検
討
会
議
」
を
町
内

４
地
区
で
立
ち
上
げ
、
地
域

の
課
題
や
座
談
会
の
進
め
方

な
ど
を
協
議
。
23
年
２
月
に

１
回
目
の
座
談
会
を
、
町
内

全
域
の
計
７
地
区
で
開
い

た
。
地
区
ご
と
の
活
動
に
対

す
る
温
度
差
を
な
く
す
た

め
、
準
備
の
際
は
全
て
の
地

区
を
同
時
並
行
で
進
め
た
。

座
談
会
に
は
、
認
定
農
業

者
や
規
模
拡
大
し
て
い
る
担

い
手
の
ほ
か
、
中
讃
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
（
公

財
）
県
農
地
機
構
、
Ｊ
Ａ
、

自
治
会
長
、
土
地
改
良
区
役

員
ら
が
参
加
。
資
料
は
、

「
か
が
わ
の
農
地
利
用
最
適

化
推
進
一
斉
強
化
運
動
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
得
た

縮
小
意
向
の
あ
る
耕
作
者
の

農
地
を
抽
出
・
整
理
し
、
農

業
委
員
会
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
か
ら
出
力
し
た
地
図
な
ど

を
用
い
た
。

「
あ
く
ま
で
現
状
維
持
で

農
地
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い

う
考
え
の
も
と
話
し
合
い
を

進
め
て
い
る
。
座
談
会
で
は

縮
小
意
向
が
多
い
と
想
像
し

て
い
た
が
、
農
家
の
営
農
継

続
の
意
欲
が
高
く
、
懸
念
し

て
い
た
ほ
ど
高
齢
化
は
大
き

な
課
題
に
な
ら
な
か
っ
た
」

と
中
浦
会
長
は
話
す
。

農
業
委
員
・
推
進
委
員
が
座
談
会
を
け
ん
引

中浦会長

座
談
会
契
機
に
若
手
が
自
主
組
織
設
立

地
区
を
越
え
た
活
動
に
波
及

出
力
し
た
地
図
を
も
と
に
話
し

合
っ
た

香川 まんのう町農業委員会

｢

農
地
守
る｣

基
本
に
話
し
合
い

ま
ん
の
う
町
農
業
委
員
会
（
中
浦
優
会
長
、

）
は
、
地
域
計
画
策
定
に
向
け
た
活
動

を
県
内
で
い
ち
早
く
着
手
。
目
標
地
図
の
素
案
作
成
だ
け
で
な
く
、
座
談
会
や
計
画
策
定

な
ど
で
も
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
地
域
の
農
業
者
の
高
い
経
営
継
続
意
欲
の
再

確
認
や
若
手
農
業
者
の
自
主
的
な
活
動
に
つ
な
が
る
な
ど
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

地
域
の
課
題
や
進
め
方
事
前
に
協
議

地域計画策定へ 準備整えいち早く着手

従業員からの届出制で適切な労務管理を

従
業
員
の
兼
業
や
副
業

原
則
認
め
る
こ
と
が
適
当

今
月
は
従
業
員
の
兼
業
（
副
業
）

を
許
す
と
き
の
法
的
手
続
き
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。

従
業
員
が
兼
業
を
行
う
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
新
た
な
人
脈
や
ス

キ
ル
、
経
験
を
得
ら
れ
る
こ
と
や
、

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
で
き

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
企
業
の
側
で
も
、
多
様
な
人
材

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
に
日

本
経
済
団
体
連
合
会
が
発
表
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

「
兼
業
を
認
め
て
い
る
」
ま
た
は

「
認
め
る
予
定
」
の
企
業
の
割
合
は

83
・
９
％
に
上
り
ま
す
。

兼
業
に
関
す
る
裁
判
例
で
は
、
労

働
者
の
勤
務
時
間
外
の
行
為
に
つ
い

て
は
、
労
働
者
の
私
生
活
の
尊
重
や

職
業
選
択
の
自
由
の
要
請
か
ら
、
兼

業
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
就
業
規
則

は
合
理
性
を
欠
く
と
判
断
さ
れ
て
お

り
、
所
属
企
業
の
労
務
提
供
に
具
体

的
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
や
、
競
合

他
社
へ
就
職
し
所
属
企
業
の
利
益
を

侵
害
す
る
な
ど
の
背
信
行
為
が
あ
る

場
合
に
の
み
兼
業
を
制
約
で
き
る
と

解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

の
「
副
業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
こ
れ
ら
の
裁

判
例
を
踏
ま
え
、
原
則
と
し
て
兼
業

を
認
め
る
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
兼
業
を
一
律
に
禁
止
し

て
い
る
企
業
は
、
原
則
と
し
て
兼
業

を
認
め
る
方
向
で
就
業
規
則
な
ど
の

見
直
し
を
行
い
、
従
業
員
が
兼
業
を

行
え
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
兼
業
に

伴
う
労
務
管
理
を
適
切
に
行
う
た
め

に
、
従
業
員
か
ら
の
届
出
制
を
設

け
、
兼
業
の
内
容
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
就
業
規
則
な
ど
の
見

直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
「
モ
デ
ル
就
業
規
則
」
お
よ
び

「
副
業
・
兼
業
に
関
す
る
届
出
様
式

例
」
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

兼
業
を
認
め
て
か
ら
は
、
従
業
員

の
心
身
の
健
康
を
確
保
し
、
長
時
間

労
働
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
原
則
と
し
て
自
社
で

の
労
働
時
間
と
、
労
働
者
か
ら
の
申

告
に
よ
り
把
握
し
た
他
社
で
の
労
働

時
間
を
通
算
し
て
管
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
兼
業
を
行
っ
て

い
る
従
業
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、
従
業
員
の
健
康
確
保
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
必
要
も
あ
り

ま
す
。

次
回
は
、
事
業
承
継
の
留
意
事
項

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

◇
次
回
は
３
月
15
日
付

２
０
２
３
年
分
の
所
得
税
等

の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
２

月
16
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
農
業
者
年
金
の
メ
リ

ッ
ト
の
一
つ
に
、
高
い
節
税
効

果
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
農
業
者

年
金
で
積
み
立
て
る
保
険
料
は
、
将

来
年
金
と
し
て
受
け
取
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
支
払
っ
た
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
月
額
６
万
７
千
円
で
加
入

し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
、
年
間
80
万

４
千
円
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
課
税
対
象

所
得
が
３
３
０
万
円
超
６
９
５
万
円

以
下
の
場
合
、
１
年
間
で
約
24
万
４

千
円
の
節
税
と
な
り
ま
す
＝
表
。

さ
ら
に
、
経
営
主
が
、
生
計
を
一

つ
に
す
る
配
偶
者
や
後
継
者
の
農
業

者
年
金
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
合
計
額
が
経
営
主
の
所

得
か
ら
控
除
で
き
、
そ
の
分
、
課
税

対
象
所
得
が
下
が
る
た
め
、
よ
り
大

き
な
節
税
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

35
歳
未
満
で
政
策
支
援
加
入
の
対

象
と
な
ら
な
い
方
は
、
月
額
１
万
円

か
ら
の
加
入
が
可
能
で
す
。
こ
の
場

合
も
も
ち
ろ
ん
、
年
12
万
円
が
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
千
円
単
位
で
い
つ
で
も

自
由
に
変
更
で
き
ま
す
。
経
営
に
ゆ

と
り
が
で
き
た
際
に
は
保
険
料
を
増

額
し
、
そ
う
で
は
な
い
場
合
は
減
額

す
る
と
い
っ
た
柔
軟
な
対
応
が
可
能
で
す
。

翌
年
１
年
分
を｢

前
納
納
付｣

し
た
場
合
の
確

定
申
告
は
、
当
年
中
に
納
め
た
保
険
料
と
合
算

す
る
か
、
翌
年
の
申
告
と
す
る
か
、
農
業
経
営

の
状
況
に
よ
り
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
業
者
の
皆
さ
ま
の
節
税
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
農
業
者
年
金
に
は
高

い
節
税
効
果
が
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

農
業
者
年
金
の
年
金
額
を
試
算
で
き
る
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
基
金

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
「
農
年

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

老
後
の
備
え
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
現
役

時
代
の
節
税
対
策
と
し
て
も
、
ぜ
ひ
、
農
業
者

年
金
へ
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

独
農
業
者
年
金
基
金

（第３種郵便物認可）全 国 農 業 新 聞年(令和6年)()農業委員会９




